
Ｑ１．「1on1ミーティング」を導入実施しているか

一部の部門や階層で、既に導入実施している26 49
全社的な仕組みとして、既に導入実施している16
現在、導入を検討している 7
導入していないが、興味関心はある 7
導入していないし、今後導入する予定もない3
現在、情報を収集している 2
導入していないし、これまで聞いたこともない1
その他 0
よくわからない 0

Ｑ２．>Q1で「1on1ミーティング」を導入しているまたは検討している方

Q２-１．「1on1ミーティング」の導入により、得たい成果はどれか（複数回答可）

職場における上司と部下のコミュニケーションの改善39
部下の成⾧やキャリア開発 37
職場における上司と部下の信頼関係の構築34
パフォーマンスマネジメントや業績の向上29
部下のモチベーション向上 28
働きやすい職場の実現 20
部下の自律性・自発性の向上 18
情報収集や情報共有 14
離職率の改善 13
会社へのエンゲージメント/ロイヤリティの向上12
企業文化の浸透や改善 12
年次評価の廃止 3
評価の納得性の向上 1
ダイバーシティ＆インクルージョンの定着浸透0
よくわからない 0

Q２-２． Q２-３．
 「1on1ミーティング」を成果につなげるために  「1on1ミーティング」の質を高めるために、最も
 最も重要だと思うことはどれか  重要と思う「上司のコミュニケーションスキル」は

 どれか

上司側の1on1スキル 28
風通しの良い組織風土 9 傾聴力 21
人事/評価制度との連動 4 フィードバック力 7
経営幹部のコミットメント 3 質問力 7
部下側の問題意識や成⾧欲求 3 承認力 5
経営や人事部門のリーダーシップ 2 観察力 3
社員のイノベーション志向 0 ティーチング力 2

確認力 1
その他 3
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回答数：62

上司側の1on1

スキル
57%

風通しの良い組織風土
19%

人事/評価制度との

連動 8%

経営幹部のコミットメント
6%

部下側の問題意識や成⾧欲求
6%

経営や人事部門のリーダーシップ 4%

傾聴力
43%

フィードバック力
15%

質問力 14%

承認力 10%

観察力 6%

ティーチング力
4%

確認力
2% その他 6%

※その他：

・いずれも重要

・目標設定力

・コーチングスキル

0 5 10 15 20 25 30 35 40

一部の部門や階層で、既に導入実施している

全社的な仕組みとして、既に導入実施している

現在、導入を検討している

導入していないが、興味関心はある

導入していないし、今後導入する予定もない

現在、情報を収集している

導入していないし、これまで聞いたこともない

（件）
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職場における上司と部下のコミュニケーションの改善

部下の成⾧やキャリア開発

職場における上司と部下の信頼関係の構築

パフォーマンスマネジメントや業績の向上

部下のモチベーション向上

働きやすい職場の実現

部下の自律性・自発性の向上

情報収集や情報共有

離職率の改善

会社へのエンゲージメント/ロイヤリティの向上

企業文化の浸透や改善

年次評価の廃止

評価の納得性の向上

合計：49件



Ｑ２-４．「1on1ミーティング」はどの層に実施するのが効果的だと思うか（複数回答可）

経営者～経営幹部層 5
次期経営幹部層 6
事業部⾧～部⾧層 8
課⾧・MG等、中間管理職層 0
若手～リーダー～係⾧層 27
新卒入社社員 11
中途入社社員 9
女性社員 7
シニア社員 3
特定の層はない 15
その他 0
よくわからない 0

Ｑ２-５． Ｑ２-６．
 「1on1ミーティング」を実施するのに  「1on1ミーティング」を実施するのに
 最適な時間はどの位だと思うか  最適な頻度はどの位だと思うか

30分未満 17 週に一回 20
30分以上、60分未満 28 隔週に一回 8
60分以上、90分未満 1 月に一回 13
90分以上 0 相手に応じて臨機応変にすべき12
相手に応じて臨機応変にすべき 3 その他 4
よくわからない 0 よくわからない 0

Ｑ３．>Q1で「1on1ミーティング」を既に導入している方

「1on1ミーティング」を社内で浸透させる上での課題はどれか（複数回答可）

上司側の意識改革 25
上司側のスキルアップ 25
習慣化・定着化するための仕組みづくり20
部下側の意識改革 15
マンネリ化や形骸化をなくすための工夫やフォロー14
ミーティングで話し合う目標やテーマの設定9
自発的に取り組みための工夫 8
実施時間の確保 5
実施場所の確保 4
定期的な効果測定 3
その他 1
成果の確認と共有コミットメント 0
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0 5 10 15 20 25 30

経営者～経営幹部層

次期経営幹部層

事業部⾧～部⾧層

課⾧・MG等、中間管理職層

若手～リーダー～係⾧層

新卒入社社員

中途入社社員

女性社員

シニア社員

特定の層はない

（０件）

30分未満
35%

30分以上、60分未満
57%

60分以上、90分未満 2%

相手に応じて臨機応変にすべき
6%

週に一回
35%

隔週に一回
14%

月に一回 23%

相手に応じて臨機

応変にすべき
21%

その他 7%

※その他：

・半年に1回

・四半期に1回

・最低四半期に1～３回

0 5 10 15 20 25 30

上司側の意識改革

上司側のスキルアップ

習慣化・定着化するための仕組みづくり

部下側の意識改革

マンネリ化や形骸化をなくすための工夫やフォロー

ミーティングで話し合う目標やテーマの設定

自発的に取り組みための工夫

実施時間の確保

実施場所の確保

定期的な効果測定

その他
※その他：部下に対しては意識改革だけでなく、自主的に自己の

能力開発のために目的と課題を持つためのスキルアップ


